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博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表]
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１１．

８． 主要細目

プログラム名称 ヒューマンバイオロジー学位プログラム

生物科学

Ph.D.Program in Human Biology

ヒトが人らしく生きる社会を創る船長育成プログラム

情報学

境界農学 （③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

（②

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

永田　恭介　　筑波大学長

   　（ふりがな） ながた　きょうすけ

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 筑波大学 整理番号 Ｃ０１

７． 主要分科

（①

（① 基礎医学 （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

薬理学一般、医化学一般、病態医化学、人類遺伝学、人体病理学、実験病理学、細菌学、ウイルス
学、免疫学、公衆衛生学、健康科学、内科一般、代謝学、内分泌学、腫瘍生物学、生体関連化学、環
境関連化学、生物分子科学、ケミカルバイオロジー、構造生物科学、機能生物化学、分子生物学、細
胞生物学、発生生物学、応用生物化学、応用分子細胞生物学、創薬化学、生体生命情報学、システム
ゲノム科学

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

ボルドー大学、エジンバラ大学、ウプサラ大学、スタンフォード大学、ハーバード大学、カリフォルニア大学サンフ
ランシスコ校、清華大学、国立台湾大学、車大学、梨花女子大学、カリフォルニア大学アーバイン校、テキサス
大学、ペンシルバニア州立大学、ボン大学、ライデン大学、ゼゲド大学、サンパウロ大学

９． 専攻等名
人間総合科学研究科生命システム医学専攻、疾患制御医学専攻、フロンティア医科学専攻、
生命環境科学研究科生物科学専攻、生物機能科学専攻、生物資源科学専攻、
システム情報工学研究科コンピュータサイエンス専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

６．
授与する博士
学位分野・名称

博士（人間生物学）、Ｐｈ．Ｄ．

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型 C＜複合領域型（生命健康）＞

しぶや　あきら

コーディネーター

４．

３．

渋谷　彰　　医学医療系・教授氏名・職名

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな） いとう　まこと

伊藤　眞　　筑波大学副学長（教育担当）

（機関名：筑波大学　　類型：複合領域型（生命健康）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ヒューマンバイオロジー学位プログラム）



[公表]

プログラム担当者の構成

人

人

ﾀﾅｶ ｹｲｼﾞ田中　啓二

独法提供科目担当・研究指導狩野　繁之 ｶﾉｳ ｼｹﾞﾕｷ
医学医療系・教授
(連携大学院)

熱帯医学
医学博士

全学総合知教育担当・研究指導
生化学
医学博士

医学医療系・教授
(連携大学院)

川口　敦史 専門科目担当・研究指導
ウイルス学、感染
生物学
博士（医学）

ｶﾜｸﾞﾁ ｱﾂｼ 医学医療系・助教

数理生物学担当・研究指導

計算生物学担当・研究指導

1年次総コーディネーター・専門基礎科
目II、専門科目担当・研究指導

進化発生学
博士（理学）

生命環境系・教授

ｷﾀ ﾏｻｷ

ｶﾜﾑﾗ ｶｽﾞﾋﾛ

企業地域連携委員長・専門基礎科目II担
当•研究指導

生化学・分子生物
学
農学博士

生命環境系・教授

生命環境系・教授

ﾊﾞﾊﾞ ﾀﾀﾞｼ

ｼﾏﾉ ﾋﾄｼ

ﾔﾅｷﾞｻﾜ ﾏｻｼ

ﾀｶﾊｼ ｻﾄﾙ

ｶﾄｳ ﾐﾂﾔｽ

北　将樹

環境医学および毒性学分野担当・研究指
導

環境医学・毒性学
薬学博士

学位審査委員長・生物有機化学およびケ
ミカルバイオロジー分野担当・研究指導

生物有機化学・天
然物化学
博士(理学)

数理物質系・准教授

医学医療系・教授ｸﾏｶﾞｲ ﾖｼﾄ熊谷　嘉人

川村　一宏

ﾏｷﾉ ｼｮｳｼﾞ牧野　昭二

位相幾何学・組合
せ論
理学博士

ﾒﾃﾞｨｱ情報学
博士(工学)

システム情報系・教授

数理物質系・教授

櫻井　鉄也

ﾜﾀﾞ ﾋﾛｼ和田　洋

ﾁﾊﾞ ﾄﾓｷ千葉　智樹

ﾌｶﾐｽﾞ ｱｷﾖｼ深水　昭吉

基礎計算機生物学担当・研究指導
数値解析
博士(工学)

システム情報系・教授ｻｸﾗｲ ﾃﾂﾔ

FD・SD委員長・専門基礎科目II、専門科
目担当・研究指導

分子細胞生物学
博士（医学）

馬場　忠

ﾁﾊﾞ ｼｹﾞﾙ千葉　滋

ｽﾐﾀﾞ ﾀｶﾕｷ住田　孝之

4年次総コーディネーター・専門科目担
当・研究指導

血液内科学
医学博士

医学医療系・教授

専門基礎科目II担当・研究指導
分子発生制御学
農学博士

生命環境系・教授

島野　仁

3年次総コーディネーター・専門科目担
当・研究指導

膠原病・ﾘｳﾏﾁ学、
臨床免疫学・医学
博士

2年次総コーディネーター・専門科目担
当・研究指導

内分泌代謝学
医学博士

医学医療系・教授

医学医療系・教授

柳沢　正史

ｵｵﾈﾀﾞ ｵｻﾑ大根田　修

ｲﾘｴ ｹﾝｼﾞ入江　賢児

国際連携委員長・専門基礎科目Ⅱ担当・
研究指導

再生医学・幹細胞
生物学
博士（医学）

医学医療系・教授

国際連携（北米担当）・研究指導
分子薬理学・神経
科学
医学博士

国際統合睡眠医科学研究機構・教授

高橋　智

広報委員長・専門基礎科目Ⅰ担当・研究
指導

分子細胞生物学
博士（理学）

学生支援委員長・国際連携（欧州担
当）・専門基礎科目Ⅰ,Ⅱ担当・研究指
導

発生工学・分子生
物学
医学博士

医学医療系・教授

医学医療系・教授

加藤　光保

ｶﾅﾎ ﾔｽﾉﾘ金保　安則

ｱｻｼﾏ ﾏｺﾄ浅島　誠

専門基礎科目Ⅰ,Ⅱ担当・研究指導
生理化学、細胞生
物学
薬学博士

医学医療系・教授

専門基礎科目Ⅰ,Ⅱ担当・研究指導
病理学
医学博士

医学医療系・教授

ｼﾌﾞﾔ ｱｷﾗ渋谷　彰

プログラム評価委員長
発生・幹細胞学
理学博士

プログラム運営、特に全体のコーディ
ネーション

免疫学
博士（医学）

医学医療系・教授

理事

（プログラムコーディネーター）

全体統括、グローバル教育院
ドイツ語学
博士（ドイツ文学）副学長（教育担当）ｲﾄｳ ﾏｺﾄ伊藤　眞

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２８年度における役割)

プログラム担当者
現在の専門

学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１５．

外国人の人数 %] 女性の人数

１４． 計 69 名

%]27.5

そのうち、他大学等を経験したことのある者 38 人 そのうち、大学等以外に属する者 10

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 62.3 %]

プログラム実施大学に属する者 43

7.219 5人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 26

（機関名：筑波大学　　類型：複合領域型（生命健康）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ヒューマンバイオロジー学位プログラム）
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朴　泰祐 ﾎﾞｸ ﾀｲｽｹ システム情報系・教授
計算機工学
工学博士

専門科目担当・授業担当

高橋　大介 ﾀｶﾊｼ ﾀﾞｲｽｹ システム情報系・准教授
計算機科学
博士（理学）

専門科目担当・授業担当

Ho Kion ﾎｰ ｷｮﾝ 医学医療系・助教
分子生物学
Ph.D.

共通科目（国際化推進）・専門基礎科目
担当・授業担当

木村　圭志 ｷﾑﾗ ｹｲｼﾞ 生命環境系・准教授
生化学
博士（薬学）

生化学・実験科学講義担当・授業担当

奥脇　暢 ｵｸﾜｷ ﾐﾂﾙ グローバル教育院・准教授
分子生物学
博士（工学）

教務委員長・5年次総コーディネー
ター・専門科目担当・授業担当

鈴木　裕之 ｽｽﾞｷ ﾋﾛﾕｷ 医学医療系・准教授
幹細胞
博士（薬学）

入試委員長・専門科目担当・授業担当

Peter ten Dijke ﾋﾟｰﾀｰ ﾃﾝ ﾃﾞィｰｹ
ライデン大学・教授・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙ教育院）

細胞生物学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Aristidis Moustakas ｱﾘｽﾃィﾃﾞィｽ ﾑｽﾀｰｶｽ
ウプサラ大学・教授・教授（グロー
バル教育院）

分子生物学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Arthur Douglas Lander ｱｰｻｰ ﾀﾞｸﾞﾗｽ ﾗﾝﾀﾞｰ
ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ大学ｱｰﾊﾞｲﾝ校・教授・教授
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院）

神経科学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

横森　馨子 ﾖｺﾓﾘ ｷｮｳｺ
ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ大学ｱｰﾊﾞｲﾝ校・教授・教授
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院）

微生物学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Bernd Fleischmann ﾍﾞﾙﾝﾄﾞ ﾌﾗｲｼｭﾏﾝ
ボン大学・教授・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教
育院）

再生医学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Hong-Gang Wang ﾎﾝ ｸﾞﾝ ﾜﾝ
ペンシルベニア州立大学・教授・教
授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院）

腫瘍学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Kim, Seong Jin ｷﾑ ｿﾝｼﾞﾝ 
車大学・教授・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育
院）

腫瘍学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Joseph S.Takahashi ｼﾞｮｾﾌ S ﾀｶﾊｼ
テキサス大学・教授・教授（グロー
バル教育院）

神経科学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Ding Shih Torng ﾃﾞィﾝｸ ｽﾄｰﾝ
国立台湾大学・教授・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙ教育院）

栄養代謝学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Tsai-Kun Li ﾂｱｲ ｸﾝ ﾘｰ
国立台湾大学・教授・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙ教育院）

分子細胞生物学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Lewis L. Lanier ﾙｲｽ ﾗﾆｱｰ
ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ校・教授・微
生物免疫学部長・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教
育院）

免疫学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

邢　新会 ｹｲ ｼﾝｶｲ
清華大学・教授・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教
育院）

生物工学・酵素工
学・環境ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰ　・工学博士

海外教育拠点担当・研究指導

Charles ffrench Constant ﾁｬｰﾙｽﾞ ﾌﾚﾝﾁ ｺﾝｽﾀﾝﾄ
ｴｼﾞﾝﾊﾞﾗ大学・教授､多発性硬化症研
究ｾﾝﾀｰ長・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院）

神経科学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

Carl Henrik Heldin ｶｰﾙ ﾍﾝﾘｯｸ ﾍﾙﾃﾞﾝ

ﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋ癌研究所ｳﾌﾟｻﾗ支所所長/ｳ
ﾌﾟｻﾗ大学・教授・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教
育院）

生化学
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

牧野　公子 ﾏｷﾉ ｷﾐｺ
東京理科大学・教授・教授（グロー
バル教育院）

薬学
薬学博士

専門科目担当・研究指導

Michael Kann ﾏｲｹﾙ ｶﾝ
ﾎﾞﾙﾄﾞｰ大学(感染生物学ﾕﾆｯﾄ)・教
授・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院）

感染生物学(ｳｲﾙｽ
学)
Ph.D.

海外教育拠点担当・研究指導

矢田　幸博 ﾔﾀﾞ ﾕｷﾋﾛ
花王(株)・ｻﾆﾀﾘｰ研究所・上席主任
研究員・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院）

ﾍﾙｽｹｱ研究
医学博士

企業提供科目担当・研究指導

串田　昌彦 ｸｼﾀﾞ ﾏｻﾋｺ
住友化学（株）生物環境科学研究
所・主席研究員・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教
育院）

毒性
博士（医学）

企業提供科目担当・研究指導

現在の専門
学位

役割分担
(平成２８年度における役割)

宮田　桂司 ﾐﾔﾀ ｹｲｼﾞ
医学医療系・教授
(連携大学院)

ﾄﾗﾝｽﾚｰｼｮﾅﾙｻｲｴﾝｽ
(薬理学)・獣医学
博士

企業提供科目担当・研究指導

永田　毅 ﾅｶﾞﾀ ﾀｶｼ
みずほ情報総研(株)・情報・ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ部・ﾏﾈｰｼﾞｬｰ・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教
育院）

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号処理、
画像解析、数値解
析・理学博士

企業提供科目担当・研究指導

花井　陳雄 ﾊﾅｲ ﾉﾌﾞｵ
協和発酵ｷﾘﾝ (株)代表取締役社長・
教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院）

免疫工学
医学博士

企業提供科目担当・研究指導

尾道　一哉 ｵﾉﾐﾁ ｶｽﾞﾔ
味の素(株)常務執行役員・研究開発
企画部長・教授（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院）

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

企業経営学
農学博士

企業提供科目担当・研究指導

佐藤　孝明 ｻﾄｳ ﾀｶｱｷ
(株)島津製作所・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ研究所・
所長・教授(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育院)

分子腫瘍学
医学博士

企業提供科目担当・研究指導

石井　俊輔 ｲｼｲ ｼｭﾝｽｹ
医学医療系・教授
(連携大学院)

分子生物学
理学博士

独法提供科目担当・研究指導

（機関名：筑波大学　　類型：複合領域型（生命健康）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ヒューマンバイオロジー学位プログラム）
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保國　恵一 ﾓﾘｸﾆ ｹｲｲﾁ システム情報系・助教
数値線形代数
博士（情報学）

プログラムメンター担当教員・授業担当

廣田　恵子 ﾋﾛﾀ ｹｲｺ 生命環境系・助教
分子細胞生物学
博士（農学）

プログラムメンター担当教員・授業担当

水野　聖哉 ﾐｽﾞﾉ ｾｲﾔ 医学医療系・助教
実験動物学
博士（医学）

プログラムメンター担当教員・授業担当

金丸　由美 ｶﾈﾏﾙ ﾕﾐ 医学医療系・助教
免疫学
博士(医学)

プログラムメンター担当教員・授業担当

木村　雄一 ｷﾑﾗ ﾕｳｲﾁ 医学医療系・助教
分子細胞生物学
博士（医学）

プログラムメンター担当教員・授業担当

柳沢　裕美 ﾔﾅｷﾞｻﾜ ﾋﾛﾐ 生命領域学際研究センター・教授
病態医科学
博士（医学）

専門科目担当・研究指導

原田　義則 ﾊﾗﾀﾞ ﾖｼﾉﾘ 特命教授
企業家マインド育
成
薬学博士

企業地域連携委員・連携教育研究アドバ
イザー

Lazarus Michael ﾗｻﾞﾙｽ ﾐﾊｴﾙ
国際統合睡眠医科学研究機構・准教
授

神経科学
Ph.D.

専門科目担当・研究指導

Quinhua Liu ﾁﾝﾌｧ ﾘｭｳ 国際統合睡眠医科学研究機構・教授
化学
Ph.D.

専門科目担当・研究指導

坂口　昌徳 ｻｶｸﾞﾁ ﾏｻﾉﾘ
国際統合睡眠医科学研究機構・准教
授

神経科学
博士（医学）

専門科目担当・研究指導

Vogt, Kaspar ﾎｸﾄ ｶｽﾊﾟｰ
国際統合睡眠医科学研究機構・准教
授

神経科学
Ph.D.

専門科目担当・研究指導

庄司　光男 ｼｮｳｼﾞ ﾐﾂｵ 数理物質系・助教
生命物理
博士（理学）

専門科目担当・授業担当

裏出　良博 ｳﾗﾃﾞ ﾖｼﾋﾛ 国際統合睡眠医科学研究機構・教授
神経科学
医学博士

専門科目担当・研究指導

現在の専門
学位

役割分担
(平成２８年度における役割)

多田野　寛人 ﾀﾀﾞﾉ ﾋﾛﾄ システム情報系・助教
数値解析
博士（工学）

専門科目担当・授業担当

木越　英夫 ｷｺﾞｼ ﾋﾃﾞｵ 数理物質系・教授
天然物有機化学
理学博士

生物有機化学およびケミカルバイオロ
ジー分野担当・授業担当

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
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 [公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してくだ
さい。） 

 
【概要】水・大気汚染など地球環境の悪化により、人の健康が脅威に曝されている。脅威の実体は環境ホ
ルモンなどの低分子化学物質であり、人類自らの技術が生み出した産物である。この地球規模の脅威を制
御するためには、疾患の予防と治療を目指す医学だけでは不十分で、生物学をはじめとする多分野の協業
が必要である。ヒトを対象とした研究を行う場合、実験的手段には倫理的限界があり、生命科学分野から
の成果をヒトに外挿するために計算科学と融合することが必要である。すなわち、各種の既存生命関連デ
ータ、実験データ、および臨床データを計算科学によって統合し（帰納的方法）、解明されていない現象の
発生メカニズムや環境変化、物質投与などにおける生体変化を予測した上で（演繹的方法）、この予測を実
験的に確かめるという過程を繰り返す。本プログラムでは、このような複合的、学際的方法を駆使して、
地球規模課題の解決を先導できるグローバル人材を育成する。 
〈人材養成目的〉 
 本プログラムでは、医学、生命科学、計算科学、物質科学（ケミカルバイオロジー、化学、薬学を含む）
を横断した複合的方法論を駆使して、ヒトの生命の維持、適応、継承のメカニズムを理解して専門力を修
得した上で、ヒトが人らしく生きる社会の創造を先導できる国際的トップリーダーを養成する。 
〈特色ある教育〉 
特色ある取組みとして、適正技術学修に代表される地球航海型学修が可能で、アントレプレナーシップ

にも繋がる組織を作る指導力や戦略的な企画に基づいた挑戦力を涵養するコースワークを海外連携大学な
らびに産業界との協働で実施する。 
〈養成される人材像〉 
これらを駆使して、上記の地球規模課題の解決に向けて、国際的合意を生み出すことのできる目利き力、

突破力および完結力を備えた博士人材を養成する。 
【特色】本プログラムで行うアドミッション、カリキュラム、ディプローマの革新にあたって、以下の取
組みを実施する。 
（１）入試改革： GRE/GPA による選抜を導入して優秀な学生を受け入れる。 
（２）国際性の日常化：留学生と日本人学生が共に英語で学ぶ環境をさらに推進するとともに、国内最多

のドミトリーを活用して、異文化・異分野の理解を深める。 
（３）大学院教養教育：「総合知教育プログラム」を履修して、筑波大学大学院スタンダードに謳われてい

る倫理観・国際感覚・国際交渉力などを修得すると同時に、世界を先導する科学者や企業のトップ
マネジャーに胸を借りて討論を行い、社会で活躍する強い意志を育てる。 

（４）産業界で通用する目利き力と国際協働を実現する突破力の涵養：アントレプレナーシップ、適正技
術学修、海外研究室ローテーション、海外企業インターンシップ、企業企画コンペティションおよ
びプロジェクトマネジメントなどを取入れ、産業界でも通用する目利き力、国際協働を実現する突
破力を育成する。Qualifying Examination では、これらの達成度を評価し、産業界で国際的リーダ
ーシップを発揮できる博士人材を養成する。 

（５）専門力に裏付けされた完結力の育成：PBL を導入した専門科目群によるヒトの生物学に関する専門
知識を基に、医学、生命科学、計算科学、物質科学を横断した複合的課題解決方法の修得と、異分
野、企業ならびに海外の研究室での共同研究と、アントレプレナーシップまたは適正技術学修のア
ドバンストコースにおける徹底した討論と継続的な日々の研究・実践活動によって専門力とプロジ
ェクトマネジメント力を養い、これらに裏付けされた任務完結力を涵養する。 

（６）教員の国際的質保証：上記の大学院教育を可能にするのは、学際的・国際的な産官学の教員団から
なる複数国複数分野の複数教員指導制であり、そのためには、教員の質が国際的に保証されなけれ
ばならない。参加する海外の連携校と教育指導法に関する連絡調整会議を立ち上げ、指導法のスキ
ルアップを図る。さらに、教員の教育研究における評価を先鋭化させるために、企業出身教員およ
び学生からのピアレビューを含めた教育評価などを実施する。 

【優位性】筑波大学は、平成23年 10月に、複合型学位プログラムの運営を活性化する革新的な教育研究
体制への全学的な移行を開始し、副学長（教育担当）を長としたグローバル教育院を設置し、研究科を横
断した本プログラムの全学的支援体制も確立した。また、本学は留学生と外国人教員の割合が最も多く、
大学院教育の英語化も最も進んでおり、多くの学生が海外武者修行型学修、海外インターンシップを実践
している国際化拠点国立大学である。 
本学では開学時から人間生物学学士コースを開設するとともに、医科学修士課程を我が国で最初に開設

して、世界的に市民権を持ちはじめている本プログラムの基盤となる「ヒトの生物学（ヒトの分子から環
境の中におけるヒト個体・集団までを対象として、ヒトを生物の一種として相対化する生物学）」の分野の
教育を先導してきた。さらに、生命領域学際研究センターと計算科学研究センターにおいては、ヒトの生
物学研究に関する学際的研究の展開に取組んでいる。 
 すべての製造業（化学企業、食品、化粧品、農薬など）において、化学物質のヒトに対する安全性の確
保が必須の課題となり、科学的根拠に基づいて、ヒトに対する安全性の国際基準を確立し、評価方法を開
発する国際的リーダーを養成することが喫緊の課題となっている。従って、本プログラムを修了した博士
人材は、産業界はもとより、行政機関あるいは研究機関などで活躍することが強く期待されている。 
 本プログラムのアウトカムとして、我が国を先導する生命科学研究コンソーシアムを目指す Tsukuba 
Innovation Arena for life (TIA life)の人材養成システムとして機能すること、ならびに筑波大学をハブとする
国際協働教育を実践する大学ネットワークをさらに発展させることが可能となる。 
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学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コース
ワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、国際性あ
る研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなどについて、学
位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先機関があるも
のについては、それらも含めて記入してください。） 
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